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福岡市の単身世帯の実績値及び推計値 

出典：国勢調査［総務省］ 
   福岡市の将来推計人口（平成24年3月）[福岡市] 

単身世帯は増加しており，平成32年には，全世帯に占める単身世帯の割合が50％
を超えると予想されている。 
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５年間の現住所居住率比較 

出典）平成22年国勢調査［総務省統計局］ 

５年間の現住所居住率を比較すると，福岡市は政令市で最も低く，転入・転出が多
い都市であると考えられる。 
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近所付き合いの状況 

出典：平成25年度福岡市高齢者実態調査［福岡市] 
(注) 調査対象者…60歳以上の市内在住者 

「ほとんどつきあいがない」と「道で会えばあいさつする程度」を合わせた『近所付き
合いが少ない人』は43.0％。反対に「話や訪問しあう人がいる」と「悩みや困ったとき
に頼みあうほどの人がいる」をあわせた『近所付き合いが多い人』は20.2％となって
いる。 
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身近な暮らしの保健福祉について満足している内容 

48.9% 

37.6% 

25.6% 

22.9% 

21.9% 

15.6% 

13.5% 

10.4% 

9.6% 

8.4% 

7.5% 

7.0% 

6.9% 

6.7% 

4.3% 

2.7% 

0.2% 

12.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

4.健康づくり 

1.保健・福祉・医療に関する情報提供や案内 

11.生活の安定確保 

14.食とくらしの安全・安心 

13.医療体制・健康危機管理体制 

16.「ユニバーサルなまちづくり」の推進 

2.保健・福祉・医療に関する相談体制 

5.福祉学習・福祉教育 

10.高齢者福祉 

15.動物愛護・適正飼育 

6.福祉人材の確保 

7.地域での保健福祉活動支援 

3.民間福祉事業所・施設が提供するサービスの質 

9.障がい福祉 

12.生活の安心確保 

8.地域の要援護者の支援 

17.その他 

無回答 

（N=1,909) 複数回答 

出典：福岡市保健福祉総合計画策定等にかかる市民意識調査（平成26年12月）[福岡市] 

「地域の要援護者の支援」，「生活の安心確保」について，満足度が低い。 
また，「福祉学習・福祉教育」についても満足度は10.4％と比較的低い。 
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福岡市が取り組む必要があるもの 

■コミュニティの自治の確立（自治協議会等） 

■コミュニティと市の共働（自治協議会等） 

自治協議会等の運営・活動に役立つ研修会等の開催

自治会・町内会加入の促進への協力

市民への広報

自治協議会等が行う広報活動の支援

自治協議会等が行う意見交換・勉強会への協力

市民向け講座の実施や市民への情報提供

52.0

51.2

50.4

40.2

40.2

34.6

0 20 40 60 80

（N=127) 【複数回答】

（％）

公民館と自治協議会等の連携の強化

コミュニティに関する施策の進め方の見直し

「コミュニティの総合窓口」の機能充実

市からコミュニティへの依頼等の見直し

市職員の意識改革

校区担当職員による支援の充実

公民館による支援の充実

40.9

35.4

34.6

33.9

31.5

29.1

11.0

0 20 40 60

（N=127) 【複数回答】

（％）

活動費の助成

地域活動に関する市民の意識啓発

情報の提供

住民が地域活動に参加するきっかけづくり

人材の育成

運営や活動に関する助言

活動の場の提供

その他

特に支援は必要ない

48.8

40.3

40.2

39.4

28.1

27.6

16.6

4.2

5.0

0 20 40 60

（N=1,727) 【複数回答】

（％）

出典：平成26年度自治協議会・自治会等アンケート報告書［福岡市］ 
(注1) 自治協議会等… 
    自治協議会及び自治会・町内会の連合会（自治連合会） 
(注2）図表中の値は，全市での割合 

■行政が取り組む必要があること（自治会・町内会） 

「市民への広報」，「情報の提供」，「地域活動に関する市民の意識啓発」「住民が地
域活動に参加するきっかけづくり」などが要望されている。 
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運営や活動にあたっての課題（人材） 

役員のなり手がない

運営を手伝う人がいない

事務処理ができる人がいない

その他

特に課題はない

77.1

33.4

11.2

3.8

14.3

0 20 40 60 80 100

（N=1,727) 【複数回答】

（％）

■自治協議会等 

■自治会・町内会 

出典：平成26年度自治協議会・自治会等アンケート報告書［福岡市］ 
(注1) 自治協議会等…自治協議会及び自治会・町内会の連合会（自治連合会） 
(注2）図表中の値は，全市での割合 

地域活動を担う人材が不足している。 
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運営や活動を充実させるために必要なこと 

■自治協議会等 

■自治会・町内会 

出典：平成26年度自治協議会・自治会等アンケート報告書［福岡市］ 
(注1) 自治協議会等…自治協議会及び自治会・町内会の連合会（自治連合会） 
(注2）図表中の値は，全市での割合 

「人材の育成・確保」のほか，「住民に対する活動のＰＲ」「住民への積極的な情報公
開」など，広報や情報公開についても，充実させる必要があると考えられている。 
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身近な暮らしの保健福祉について不満がある内容 

24.7% 

23.8% 

20.8% 

19.6% 

16.8% 

16.8% 

16.3% 

15.0% 

14.2% 

14.1% 

12.8% 

12.8% 

11.4% 

9.9% 

7.5% 

6.6% 

1.1% 

14.2% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

15.動物愛護・適正飼育 

11.生活の安定確保 

16.「ユニバーサルなまちづくり」の推進 

10.高齢者福祉 

3.民間福祉事業所・施設が提供するサービスの質 

6.福祉人材の確保 

1.保健・福祉・医療に関する情報提供や案内 

2.保健・福祉・医療に関する相談体制 

12.生活の安心確保 

7.地域での保健福祉活動支援 

13.医療体制・健康危機管理体制 

14.食とくらしの安全・安心 

9.障がい福祉 

8.地域の要援護者の支援 

4.健康づくり 

5.福祉学習・福祉教育 

17.その他 

無回答 

（N=1,909) 複数回答 

出典：福岡市保健福祉総合計画策定等にかかる市民意識調査（平成26年12月）[福岡市] 

「生活の安定確保」，「ユニバーサルなまちづくりの推進」について，不満が高い。 
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福岡市のバリアフリーの現状 

歩道と建物の境界で誘導ブロッ
クが途切れている 歩道はバリアフリー化されたが、

公園の出入口への誘導ができて
いない 

ハード整備が困難なため、地
域や行政、警察等が連携して、
見守りや違法駐車防止などの
ソフト面の取組みを行ってい
る 

ハード整備が困難なため、地
域や行政、警察等が連携して、
見守りや違法駐車防止などの
ソフト面の取組みを行ってい
る 

出典：福岡市バリアフリー基本計画（平成25年4月）[福岡市] 

施設ごとにバリアフリー化が行われ、連続的なバリアフリー化が図られていない。 
また，ソフト面での対策が不十分である。 
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高齢者等のための設備がある住宅の割合 

出典：平成25年住宅・土地統計調査結果［総務省統計局］ 
(注1) 高齢者等のための設備… 
   階段・トイレ・浴室の「手すり」，「またぎやすい高さの浴槽」「廊下などが車いすで通行可能な幅」 
   「段差のない屋内」「道路から玄関まで車いすで通行可能」 
(注2) 当該調査結果には，調査時点で高齢者（65歳以上）がいなくても，将来を見越して工事した場合の上記設備も含む。 

高齢者等のための設備がある住宅の割合は，政令市の中で45.1％と低い。 
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外国人入国者数 

11 

出典：福岡市経済観光文化局 

平成26年の福岡空港・博多港から入国した外国人の数は，100万人を突破し，３年
連続で過去最高を更新。前年比33.0％（30万人）増の120万人。 



 
主催・共催している活動や行事の実施状況 

出典：平成26年度自治協議会・自治会等アンケート報告書［福岡市］ 
(注1) 自治協議会等…自治協議会及び自治会・町内会の連合会（自治連合会） 
(注2）図表中の値は，全市での割合 

清掃活動

資源物の回収

防犯パトロール

敬老会

高齢者の見守り

通学路の見守り

夏祭り

防災訓練

運動会（体育祭）

新春の集い

文化祭

これらの活動は行っていない

80.8

67.5

51.3

48.2

48.2

47.5

37.6

35.1

23.0

21.0

15.0

4.4

0 20 40 60 80 100

（N=1,727) 【複数回答】

（％）

■自治協議会等 

■自治会・町内会 

防災訓練

防犯パトロール

運動会（体育祭）

新春の集い

夏祭り

清掃活動

通学路の見守り

資源物の回収

高齢者の見守り

敬老会

文化祭

これらの活動は行っていない

96.1

92.1

90.6

87.4

81.1

81.1

78.7

74.8

69.3

67.7

61.4

-

0 20 40 60 80 100

（N=127) 【複数回答】

（％）

自治協議会等や自治会・町内会では，防犯パトロールや清掃活動など，さまざまな
活動が実施されている。 
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若者の地域活動への参加状況 

（
ア
）
子
ど
も
会
や
公

民
館
な
ど
で
の
活
動
 

（
イ
）
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
盆
踊
り
大

会
な
ど
の
お
祭
り
 

（
ウ
）
地
域
の
環
境
美

化
や
資
源
物
回
収
（
リ

サ
イ
ク
ル
）
に
関
す
る
 

活
動
 

（
エ
）
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
た
め
の
福
祉
に
関

す
る
活
動
 

経験あり 経験なし 無回答 

出典：子ども・子育て支援の関するニーズ調査（平成26年3月）[福岡市] 
（注）調査対象者：18～30歳までの男女586名 

特に若者については，「高齢者や障がい者のための福祉に関する活動」について，
８割を超える人が「経験なし」と答えている。 
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運営や活動にあたっての課題（住民） 

■自治協議会等 

活動への参加者が少ない

マンションなどの集合住宅との交流が図りにくい

新旧の住民の交流が図りにくい

住民の十分な理解が得られない

自治会・町内会に加入していない世帯が多い

その他

特に課題はない

61.0

42.0

25.0

17.4

10.9

3.6

11.2

0 20 40 60 80

（N=1,727) 【複数回答】

（％）

■自治会・町内会 

マンションなどの集合住宅との交流が図りにくい

活動への参加者が少ない

自治協議会等の活動に住民の十分な理解が得られない

新旧の住民の交流が図りにくい

その他

特に課題はない

45.7

44.1

23.6

22.8

1.6

15.0

0 20 40 60

（N=127) 【複数回答】

（％）

出典：平成26年度自治協議会・自治会等アンケート報告書［福岡市］ 
(注1) 自治協議会等…自治協議会及び自治会・町内会の連合会（自治連合会） 
(注2）図表中の値は，全市での割合 

「活動の参加者が少ない」や「住民の十分な理解が得られない」などの課題がある。 
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地域での助け合い・支え合い活動の参加状況及び参加意向 

■住民参加による地域での助け合い，支え合い活動への参加状況 

■住民参加による地域での助け合い，支え合い活動への参加意向 

出典：福岡市保健福祉総合計画策定等にかかる市民意識調査（平成26年12月）[福岡市] 

地域活動に『参加したい』，『機会があれば参加したい』と考えている人は，５割を超
える一方で，実際に『参加している』， 『たまに参加している』人は３割程度となってい
る。 
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運営や活動にあたっての課題（運営） 

■自治協議会等 

会合や催しを行える場所が少ない

予算が足りない

ノウハウがない

町内で活動している団体間の連携が難しい

自治協議会、自治連合会など、校区単位の組織との連携が難しい

事務処理の体制が十分でない

その他

特に課題はない

20.7

17.1

13.2

11.2

8.2

7.6

2.4

36.7

0 10 20 30 40 50

（N=1,727) 【複数回答】

（％）

■自治会・町内会 

予算が足りない

事務処理の体制が十分でない

会合や催しを行える場所が少ない

ノウハウがない

自治協議会等に参加している団体間の連携が難しい

校区内に自治協議会等に参加していない団体が多い

その他

特に課題はない

28.3

15.0

11.0

9.4

6.3

2.4

4.7

37.8

0 10 20 30 40 50

（N=127) 【複数回答】

（％）

出典：平成26年度自治協議会・自治会等アンケート報告書［福岡市］ 
(注1) 自治協議会等…自治協議会及び自治会・町内会の連合会（自治連合会） 
(注2）図表中の値は，全市での割合 

運営にあたって，「自治協議会等の参加している団体間の連携」や「町内で活動して
いる団体間の連携」が難しいとの課題がある。 
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超高齢社会を目前に控え必要な対応 

行政の支援や介護サービス、医療サービスの充実が必要である

町内会単位で高齢者の見守り体制など構築していく必要がある

校区社協や民生委員による活動の充実が必要である

各個人が健康づくりなど努力すべきである

自治協議会を中心に、様々な団体・機関が連携して支援活動を
展開していく必要がある

企業やＮＰＯとの連携が必要である

その他

73.1

69.7

53.6

51.0

50.3

15.0

5.4

0 20 40 60 80 100

（N=1,727) 【複数回答】

（％）

■自治協議会等 

■自治会・町内会 

町内会単位で高齢者の見守り体制など構築していく必要がある

行政の支援や介護サービス、医療サービスの充実が必要である

自治協議会を中心に、
様々な団体・機関が連携して支援活動を展開する必要がある

校区社協や民生委員による活動の充実が必要である

各個人が健康づくりなど努力すべきである

企業やＮＰＯとの連携が必要である

その他

77.2

70.9

69.3

63.8

52.0

15.0

3.9

0 20 40 60 80 100

（N=127) 【複数回答】

（％）

出典：平成26年度自治協議会・自治会等アンケート報告書［福岡市］ 
(注1) 自治協議会等…自治協議会及び自治会・町内会の連合会（自治連合会） 
(注2）図表中の値は，全市での割合 

今後，「高齢者の見守り体制の構築」や「行政の支援や介護サービス，医療サービ
スの充実」，「校区社協や民生委員による活動の充実」が必要であると考えられてい
る。 
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身近な保健福祉に関する情報源及びその満足度 

76.8% 

39.1% 

35.5% 

27.5% 

27.4% 

23.5% 

22.1% 

11.7% 

5.7% 

5.5% 

3.1% 

1.7% 

0.6% 

0.7% 

3.7% 

2.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

1.市政だより 

12.テレビ、ラジオ、新聞、雑誌等 

9.地域の回覧板・掲示板・広報紙（公民館だより等）等 

11.家族、親族、友人、知人 

2.市のパンフレットやチラシ、ポスター等 

13病院、薬局、福祉施設等 

7.インターネット（市のホームページなど） 

3.区役所や各区保健福祉センター（保健所や福祉事務所） 

8.市・区社会福祉協議会の窓口及び広報紙、パンフレット等 

5.いきいきセンターふくおか（地域包括支援センター） 

10.民生委員・児童委員 

6.障がい者生活支援相談室、知的・精神障がい者相談支援… 

4.精神保健福祉センター 

14.その他 

15.特にない 

無回答 
（N=1,909) 複数回答 

「満足している」+「どちらかといえば満足している」 

1 ( 1 ) 市政だより 78.0% 

2 ( 9 ) 地域の回覧板・掲示板・広報紙 55.2% 

3 ( 2 ) 市のパンフレットやチラシ・ポスター等 53.9% 

4 ( 1 2 ) ラジオ、テレビ、新聞、雑誌等 51.5% 

5 ( 1 1 ) 家族、親族、友人、知人からの情報 50.2% 

「不満である」+「どちらかといえば不満である」 

1 ( 3 ) 区役所や各区保健福祉センター 14.2% 

2 ( 1 2 ) ラジオ、テレビ、新聞、雑誌等 14.1% 

3 ( 1 3 ) 病院、薬局、福祉施設等 13.8% 

4 ( 9 ) 地域の回覧板・掲示板・広報紙 13.7% 

5 ( 2 ) 市のパンフレットやチラシ・ポスター等 11.6% 

出典：福岡市保健福祉総合計画策定等にかかる市民意識調査（平成26年12月）[福岡市] 

情報源は，多種多様であり，その中でも「市政だより」や「地域の回覧板・掲示板・広
報紙」によるものが，満足度が高い。 
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悩みや不安の有無とその内容 

33.6 

24.6 

58.1 

56.4 

38.8 

16.4 

61 

69.8 

33.7 

36.2 

55.2 

0.6 

5.4 

5.6 

8.2 

7.4 

6 

82.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）自分や家族の 
健康のこと 

（２）自分や家族の 
老後のこと 

（３）生きがいに関すること 

（４）近所づきあい、 
    防犯、地域の治安など 

    地域に関すること 

（５）収入や家計 
   雇用や就職など経済的なこと 

（６）その他 

悩みは不安はな

い 

悩みや不安があ

る 

無回答 

出典：福岡市保健福祉総合計画策定等にかかる市民意識調査（平成26年12月）[福岡市] 

「近所づきあい，防犯，地域の治安など地域に関すること」について，約４割の人が
悩みや不安を感じている。 
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悩みや不安についての相談相手 

7.1 

20.4 

65.8 

76.5 

75 

71.8 

75.3 

67 

76.8 

77.1 

77 

27 

75.3 

29.9 

86.3 

63.9 

13.8 

2.7 

4.3 

8.3 

3.7 

12.9 

2.2 

1.6 

1.3 

60.9 

3.3 

0.7 

6.5 

15.8 

20.4 

20.8 

20.7 

19.9 

21 

20.1 

21 

21.2 

21.7 

12 

21.4 

69.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（ア）家族 

（イ）友人・知人・同僚 

（ウ）近所の人 

（エ）町内会・自治協議会等の役員 

（オ）民生委員・児童委員 

（カ）いきいきセンターふくおか 

（キ）障がい者生活支援相談室、知的・精神

障がい者相談支援センター 

（ク）区役所や各区保健福祉センター 

（ケ）精神保健福祉センター 

（コ）市・区社会福祉協議会 

（サ）ＮＰＯやボランティア 

（シ）かかりつけの病院・薬局 

（ス）弁護士などの有料のサービス 

（セ）その他 

相談したことがない 

相談したことがある 

無回答 
出典：福岡市保健福祉総合計画策定等にかかる市民意識調査（平成26年12月）[福岡市] 

悩みや不安を相談する相手として，地域の人や行政機関などについては，いずれも
15％を満たしていない。 
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成年後見制度申立件数，成年後見人等の担い手 

Ｈ21年 Ｈ25年 

出典：成年後見関係事件の概況［最高裁判所］ 
(注1) 成年後見制度…認知症，知的障がい，精神障が 
   いなどによって物事を判断する能力が十分でな 
   い方（ここでは「本人」という。）について， 
   本人の権利を守る援助者（「成年後見人」等） 
   を選ぶことで，本人を法律的に支援する制度。 
(注2) 後見制度の対象者 
   ①後見…判断能力が全くない方への後見制度 
   ②保佐…判断能力が著しく不十分な方 
   ③補助…判断能力が不十分な方 
(注3) 専門職…弁護士，司法書士，社会福祉士等 

＜成年後見制度申立件数（福岡家庭裁判所（本庁））＞ 

＜本人と後見人等との関係（福岡家庭裁判所（管内））＞ 
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被保護実人員及び保護率の推移 

平成25 年度の全国の１か月平均の「被保護世帯数」は、1,591,846 世帯（過去最高）
で、前年度に比べ33,336 世帯（2.1%）増加している。 

世帯類型別被保護世帯数（１か月平均） 
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住みやすいまちをつくるために力を入れてほしい分野 

56.5% 

50.8% 

49.1% 

41.4% 

30.5% 

20.3% 

13.1% 

1.5% 

2.3% 

4.6% 

2.8% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

4.高齢者・障がい者になっても自宅生活が続けられる

サービスの充実 

1.保健・福祉・医療に関する情報提供や案内の充実 

2.身近なところでの相談窓口の充実 

7.災害時などに地域で助け合う体制づくり 

3.建物や道路など都市施設のバリアフリー化の推進 

5.健康づくり活動や健康教育の充実 

6.ＮＰＯ・ボランティア活動等の活性化 

8.その他 

9.現状のままでよい 

10.特にない 

無回答 

（N=1,909) 複数回答 

「高齢者・障がい者になっても自宅生活が続けられるサービスの充実」（56.5％）が最

も多く，在宅で生活をしたいとの考えと一致している。次いで，「保健・福祉・医療に関
する情報提供や案内の充実」（50.8％），「身近なところでの相談窓口の充実」
（49.1％），「災害時などに地域で支え合う体制づくり」（41.4％）となっている。情報の
提供や相談窓口の充実が望まれている。 

出典：福岡市保健福祉総合計画策定等にかかる市民意識調査（平成26年12月）[福岡市] 
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